
 
 

 

 

 

 

 

 

◆週間天気予報では今週末から来
週にかけて冷え込む予報となって
おります。天候も不安定で夜間・
早朝と日中との気温差が大きく、
急激に気温が上がるとヤケ等の被
害の可能性が高まります。徹底し
た温度管理・灌水管理により、健
苗育成に努めましょう。（「営農技
術情報 第 4 号」と合わせてご確
認ください。） 

 
 
□温度計は生育状況に合わせて図 

のように設置しているか。 

□過度の灌水は立枯病や各種病害 

が発生しやすくなりますので、一 

回の灌水量は 500～1,000ｍ 

ℓ/箱を目安に実施しているか。 

□ゆめぴりかは 2.5 葉期以降、初 

生葉や 1 葉が黄化していたら追 

肥を行い、栄養向上を図る。 

 

◆水田管理について 

①耕起作業は圃場が十分乾燥してから実施し、初期生育を向上させましょう。 
②畔塗機で畦畔補修を実施し、水田の漏水防止に努めましょう。 
③施肥は土壌診断に基づいた適正量とし、多肥栽培は避けましょう。 
 

 

育苗期間 1.5 葉期～3.0 葉期 3.0 葉期～移植 

適 温 20℃ 18～20℃ 

換気温度 
20℃以上 

晴天時には外気に慣らす 

温度測定 葉先近く 

灌 水 の 

ポイント 

・早朝、葉先に水滴がなくなったとき 

・日中、葉身の展開が悪くなったとき 
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◆「余り種子」が出ましたら、 
ご連絡をお願いします！ 

 例年同様に播種後、余り種子が出ましたら、
農産販売課（57-2357）までご連絡頂きま
すよう、ご協力お願い 
致します。 
※２～３日ＪＡより引取り 

の連絡がない場合、処分して 
頂いて構いません。 

◆農作業事故には十分 
注意を払いましょう！ 

作業時は無理のない運転・作業に努め
て、農作業事故ゼロに向け、計画的な作業
と休息を間に取り、ゆとりを持って作業に
当たりましょう。また、もし事故が発生し
た場合に備え、作業時は必ず携帯電話を携
帯していつでも連絡が取れるようにして
おきましょう。 
 
 


